
1783年浅間山天明大噴火

最近、雲仙岳やピナトゥボム(フィリピン)の数

世紀ぷりの大噴火が惨害を生じ、今後も成り行き

が憂慮されている 。火砕流と土石流の害が著しい

が、昨年 6月半ばに反復されたピナトゥボ山の巨

大爆発で成層圏に達した多量の火山灰雲が地球全

体へパラソル効果をもたらす恐れも多 L、。

この絵図は、 1783年(天明 3年)浅間中大噴火の

惨状を群馬県側から鳥敬したものだが、前記雨火

山、特に後者の大噴火に類似している 。 同年 5 ~

8月、浅間中では、大爆発のほか火砕流や溶岩流

も発生した。火砕流は谷川に突入して泥流と化し、

はるか利根川流域一帯まで被害をだした。また、

成層圏に上がった火山灰雲は、アイスランドのラ

ーキ山大噴火のそれと複合して地球を覆い、世界

的冷害一 一飢鐙を助長した。ただし、その大噴火

の絵図は本誌119号(1979年)や150号(1987年)にも

掲載されているので、ここ では、浅間火心をめ ぐ

る面白い活火山談義を紹介しよう 。

明治・大正雨天皇にイ士えた名医の入沢透吉先生

は、軽井沢をしばしば訪れているうちに、すっか

り気に入り 、別荘を建てようと思 った。だが、背

後の暴れん坊・浅間火山が気にな ったので、同じ

東大にあめ、浅間中を研究していた大森房吉先生

に、その活動の見通しを尋ねた。大森先生は「案

外早〈悉ち着いてしまうかもしれない」ど答えた。

入沢先生はほっとしたが、念のため「案外早くと

は、何年くらいか」ど尋ねた。大森先生は r1、

2万年もすればね」ど答えたという 。

昔、火山は、近年も噴火している活火山、噴火

記録はあるが近年は噴火しない休火山、噴火記録

がない死火山の 3種に区分されたが、その分類は

矛盾が多〈、弊害が著し L、。「近年」の年数は学者

によ って遣い、もし、それを定めてみても、諸火

山の活動性を「活Jr休」の名にふさわしく区分する

のは至難である 。また、歴史時代の長さは所によ

って異なる。 さらに、上述のように、火山の寿命

に比べれば、歴史時代の長さはあまりに短い。 そ

れで、「死火山大爆発」どい った異変も、国の内外

でしばしば起きるのである。

戦後、学界では「活火山」の定義を改め、休火

山・死火山の誇は用いな〈な った。 この活火山は、

科学的見地からまだ生きていると認められる火山

で、従来の活・休火山全部と死火山の若干 (箱根

山など)も含まれる 。つまり、噴火記録はな くて

も、歴史時代の長さ程度の問(過去約2000年以内)

に噴火したことが科学的に立証されたり、噴気・

地熱地域が現存し、時には噴気活発化、地震群発、

鳴動などが起きたりする火山である 。

諸火山の地質調査、放射性元素の壊変を利用し

た火山噴出物の年代測定、火山付近の考古学的調

査、古記録の発見や再検討などが、年々進展し、

内外諸火山の活動史も着実に解明されつつある。

そのため、火山噴火予知連絡会は、昨年 2月、新

たに北海道の丸山、恵庭岳、倶多楽、青森・秋田

県境の十和田、群馬県の榛名山を活火山ど認定し

た。また、従来、 |活火山としていた火山列島の

北硫黄島付近の海底火山を、;毒徳海山と噴火浅根

の 2活火山に分けた。 ぞの結果、気象庁が観測対

象とする活火山は77山から83山に増えた。 これは

世界の活火山総数のほぼ |割に当たる。

ところで、火山が自力で活火山に仲間入りする

場合もある。1973年に海底噴火で新島が誕生し、

後に本島と接続した西之島火山が好例である。向

島は、内外の既刊の各種の火心分布図 では、活火

山はおろか、火山の存在すら、無視されて いた。

なお、ある火山を活火山と認定するか否か、また、

前述のごど〈複数の峰が群集する場合に、 それ ら

をL、〈つの火山にまとめるか、などについて、学

者たちの見解が一致しない場合も少な 〈ない。

諏訪彰 /日本火山学会名誉会員
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東北大学附属図書館蔵『浅間山焼記』
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